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要旨
日本におけるメンコガニCryptolithodes expansus Miers, 1879の分布域を，公表された標本記録に基づき，再検
討した．本種は北海道利尻島から石川県七尾湾までの日本海沿岸，および北海道湧別から福島県いわき市小
名浜までの太平洋沿岸の，水深5–66 mの範囲に分布すると推定された．岩手県大槌湾では脱皮直後の雄1個
体が小石交じりの砂底で採集された．脱皮後の個体には脱皮殻と同様の模様が確認され，脱皮前の色斑の形
状と分布が脱皮を経ても保存されることが示唆された．このことはメンコガニにおいて，色斑の形状と分布
を記録することによる個体判別や個体の追跡が可能であることを示唆する．

Abstract
The known distribution range of an umbrella crab Cryptolithodes expansus Miers, 1879 in Japan is reviewed based on 
published records with the voucher specimens. The geographical range include Rishiri Island, Hokkaido to Nanao Bay, 
Ishikawa Prefecture （Sea of Japan Coast） and Wakubetsu, Hokkaido to Onahama, Fukushima Prefecture （Pacific 
coast）. Bathymetrically, the species occurs at depths of 5–66 m. One male specimen was collected shortly after moulting 
on the pebbly sandy bottom at Otsuchi Bay, Iwate Prefecture, and kept in the laboratory until its shell was fully hard-
ened. An exuvium, which was found left in the vicinity of the moulted individual, kept the original patterning of the 
moulted individual. It suggests that in situ recording of the patterning on the carapace may help identifying and tracking 
individuals of C. expansus.

1.　はじめに
異尾下目Anomuraタラバガニ上科Lithodoideaタラバガ

ニ科Lithodidae Samouelle, 1819のメンコガニ属Cryptolith-
odes Brandt, 1848には，現在3種が含まれる（McLaughlin 
et al. 2010）．本属は，甲が正中線に沿って高く連峰のよ
うに隆起したうえ，側方および後方に「ひさし」のよう
に強く張り出し，歩脚がほぼ完全に隠れるという独特の
形態を共有しており，英語圏ではUmbrella Crabと呼ばれ
ることもある（Bowman 1972; Graham 2004）．いずれも北
太平洋の冷水域から知られるが（Doflein 1900; Schmitt 
1921; Makarov 1938; Bowman 1972; Barr 1973; Kim and Choe 
1976など），そのうちメンコガニCryptolithodes expansus 
Miers, 1879のみが日本近海に生息する（三宅 1982）．

メンコガニの国内における分布域は，太平洋側では北
海道湧別から紀伊半島まで，日本海側では北海道利尻島
から富山湾までとされるが（三宅 1982; 峯水 2000），そ
の後20年以上の間にも我が国の異尾類相と各種の分布
は度々見直されており（例えばKomai 2001, 2003, 2009, 
2012; Asakura 2006; Komai and Takeda 2006; 本尾 2007; Osawa 
and Fujita 2007; Baba 2018; Osawa et al. 2018; Osawa and 
Ota 2020; 大澤 2022など多数），本種についても分布情
報の確認と更新が必要と考えられる．特に筆者らが研究
の拠点とする三陸沿岸では，本種については20世紀前
半の記録が数件（Rathbun 1902; Balss 1913; Yokoya 1939）
と峯水（2000）による写真記録が存在するのみである．
本稿では，岩手県大槌湾において初めて出現が確認さ

れたメンコガニの標本記録を，これまで出版物としては
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公表されていなかった標本と併せて報じるとともに，本
種の分布域と生息環境に関する情報を再検討する．また
2023年1月に発見された脱皮直後の個体の観察から得ら
れた若干の知見について報告する．

2.　材料と方法
2020年度から2023年度にかけて大槌湾沿岸の岩礁域
で行った藻場生態系の定期調査の過程で，メンコガニの
標本4個体を得た．各個体について，デジタルカメラ撮
影により色彩を記録したのち，一部個体を除いて，大槌
沿岸センターの冷凍室内で－30°Cで一時的に保存した．
これらの標本は，80%エタノール液浸標本として一時保
管されたのち，国立科学博物館筑波研究施設（NSMT: 
Tsukuba Research Departments, National Museum of Nature 
and Science, Tokyo）に収蔵された．
これらに加えて国立科学博物館筑波研究施設に所蔵さ
れていた，事実上の分布南限記録の根拠となる福島県い
わき市小名浜からの標本1点を追加検討した．さらに
「千葉県立博物館資料データベース」（http://search.chi-

ba-muse.or.jp/DB/）により，北海道函館湾から福島県い
わき市沖までから得られたメンコガニの液浸標本6点が
千葉県立中央博物館（Natural History Museum and Insti-
tute, Chiba）に所蔵されており，いずれも正しく同定さ
れたものであることが確認されたため（駒井智幸，私
信），本報告の追加検討標本に含めた．
各標本の大きさは甲幅（mm）×甲長（mm）と示した．
測定の際には，デジタルノギスを用いて0.01 mmまでを
記録し，小数点第一位までを有効とした．

3.　結果と考察
3.1　種の記録

Lithodidae Samouelle, 1819 
タラバガニ科 

Cryptolithodes Brandt, 1848 
メンコガニ属 

Cryptolithodes expansus （Miers, 1879） 
メンコガニ 

（Figs. 1, 2B–D, 3）

Cryptolithodes expansus Miers, 1879: 47. — Doflein 1900: 347
（新規標本なし）．—Rathbun 1902: 32, fig. 1.—Balss 1913: 

79, taf. 1, figs. 6, 7. —中澤 1927: 1049, fig. 2020（新規標
本なし）；1947: 733, fig. 2119（新規標本なし）— Yokoya 
1928: 759; 1939: 288.—菊池1932: 9; 1959: 50. — Makarov 
1938: 31, 268 （key）, 271, figs. 112, 113. —山口・山田1955: 
132（新規標本なし）．— Miyake 1957: 91（新規標本な
し）．— Miyake et al. 1962: 126 （list）. —三宅 1965: 650, 
fig. 1107（新規標本なし）；1982: 140, pl. 47 fig. 4, 200 
（list）. — Igarashi 1970: 11, pl. 9 fig. 31. — Motoh 1974: 30, 
pl. 7 figs. 1, 2. — Kim and Choe 1976: 47, text-fig. 4. — 鈴
木 1979: 302, pl.19, fig. 240. —武田 1982: 79, fig. 231. —
馬渡ら 1985: 8. —駒井ら 1992: 198. —朝倉 1995: pl. 
98–1, 367. —村岡 1998: 56. —峯水 2000: 163, 番号のな
い写真（新規標本なし）．—丸村・小阪2003: 73. —本
尾 2007：表 2（新規標本なし）．— McLaughlin et al. 

2010: 12 （list）. — Kim and Kim 2017: 31, fig. 14, pl. 7. —
Poore and Ahyong 2023: pl. 31a.
検討標本．1雄，39.1 mm × 28.2 mm （NSMT-Cr 31601）, 

1雄，52.0 mm × 35.9 mm （NSMT-Cr 31699）, 岩手県大槌
湾七戻崎そば，水深5–6 m, 2020年7月30日，大土直哉・
神 吉 隆 行 採 集．1雄，81.7 mm × 53.1 mm （NSMT-Cr 
31604）, 岩手県大槌湾赤浜，水深 5–6 m, 2021年 11月 25
日，小澤　剛採集．1雄，45.3 mm × 33.0 mm （NSMT-Cr 
31602）, 脱皮殼，37.3 mm × 26.4 mm （NSMT-Cr 31603）, 岩
手県大槌湾赤浜，水深5.6 m, 2023年1月17日，大土直哉
採集．
追加検討標本．2雄，65.0 mm × 42.0 mm, 97.0 mm × 

62.6 mm （CBM-ZC 579）, 北海道函館湾入舟町漁港，水深
10–20 m, 刺し網，1986年 5月，駒井智幸採集．1雄，
38.3 mm × 26.4 mm, 1雌，32.3 mm × 24.5 mm, 1抱卵雌，
41.3 mm × 33.1 mm （CBM-ZC 1137）, 北海道函館湾入舟
町漁港，水深 10–20 m, 刺し網，1995年 3月 17日．1雄，
45.8 mm 31.2 mm （CBM-ZC 791）, 青森県浅虫，陸奥湾，
1988年8月28日，伊藤勝敏採集（朝倉1995の検討標本）．
1抱卵雌，41.3 mm × 32.5 mm （CBM-ZC 1919）, 岩手県
船越湾大島南西沖合 （39°23.634 ′ N, 141°57.191 ′ E）, 水深
66 m, 1995 年 5 月 25 日，ORE dredge. 1 雌，48.4 mm × 
36.8 mm（額部に損傷あり）（CBM-ZC 2120）, 岩手県大
槌湾，水深28 m, 1995年5月2日，竹内一郎採集．1雌，
48.4 mm × 36.8 mm （CBM-ZC 13722）, 福島県いわき沖，
トロール，2005年6月．1雄，82.9 mm × 47.0 mm （NSMT-Cr 
19972）, 福島県いわき市小名浜，1931–1935年，H. Kakuda
採集．
備考．検討標本の形態的特徴はDoflein （1900）, Rath-

bun （1902）, Balss （1913）, Yokoya （1928; 1939）, Makarov 
（1938）, 三宅（1982）, Ko and Choe（1976），およびKim 
and Kim （2017）によるメンコガニCryptolithodes expan-
susの形態的特徴に関する記述内容によく一致した．た
だし，小名浜産の1雄個体（NSMT-Cr 19972）と函館湾
入舟町漁港産の2雄個体（CBM-ZC 579）は，頭胸甲の
後縁が浅く凹む点において（Fig. 1E），既報のものとは
やや異なる（Rathbun 1902: fig. 1; Takeda 1982: fig. 231; 本
研究：Figs. 1A, B, 3; 駒井智幸，私信）．同様の頭胸甲後
縁上の浅い凹みは三宅（1982: pl. 47 fig. 4）の図におい
ても確認できる．浅い凹みのある標本は甲幅 65.0–
97.0 mmとこれまでに体サイズが明示されている記録の
なかでは最大クラスのもので，三宅（1982）の標本も甲
幅75 mmとやはり大型であることを考慮すると，大型
化に関連した変異である可能性がある．ところが，大
槌湾で採集された甲幅 81.7 mmの大型個体 （NSMT-Cr 
31604）（図 4C）やRathbun（1902）の fig. 1に描かれた
甲幅78.9 mmの標本は，ともに三宅（1982）の標本より
も大型であるにも関わらず，甲後縁に浅い凹みは見られ
ない．このことから，この浅い凹みの有無は大型個体に
限って見られる形態変異と考えられる．なお，小名浜産
の1雄個体（NSMT-Cr 19972）の頭胸甲では，頸部から
額部にかけての突出が目立たないが（Fig. 1E），これは額
部の末端部が欠損していることが原因である（Fig. 1D）．

3.2　分布域・生息水深の再検討
Miers （1879） は，Cryptolithodes expansusを新種記載し

た際に，その採集地をNorth Japanとだけ記述した．そ
の後，Rathbun （1902）が記録した 1雄の採集地はMin-
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yako, Rikuzenとされており，おそらく岩手県宮古市を指
すものである（ただし宮古市は旧陸前国に含まれない）．
Balss （1913）は，Rikuzenに加えてAomori（青森県）か
らも検討標本を得た．Yokoya （1928）は，陸奥湾の4地
点からの記録を追加し，さらに宮城県女川町周辺での調
査から御前湾と横浦から得た標本を記録した（Yokoya, 
1939）．最近になって，峯水（2000）が女川町で撮影さ
れた生態写真を掲載しているが，東北地方の太平洋側で
はこれまで，女川町以外の三陸沿岸，特に岩手県内から
は詳細な地名を伴う標本記録は得られていないか（堀越
ら1979; 堀越・土田1981など），少なくとも出版物とし
ては公表されていなかったようである．本研究では大槌
湾の複数地点からメンコガニを記録したほか，「千葉県
立博物館資料データベース」を利用することにより，
1995年に岩手県の船越湾大島南西沖合と大槌湾（正確
な地点は不明）から採集された標本が千葉県立中央博物
館に所蔵されていることを確認した．
北海道沿岸からは20世紀の後半になってからメンコ

ガニの記録が相次いで報告され（山口・山田1955; Igarashi 
1970; 馬渡ら 1985; 駒井ら 1992），駒井ら（1992）によ

る利尻島と湧別町からの記録が日本海側と太平洋側それ
ぞれの採集記録北限となっている．武田（1982）も標本
写真を掲載しているが，その採集地は不明である．
武田（1982）や峯水（2000）では，本種の分布南限は

太平洋側では紀伊半島，日本海側では富山湾とされてい
る．分布南限については『日本動物圖鑑』の改訂増補版
（中澤 1947）と『新日本動物図鑑』（三宅 1965）にお
いて「紀州」が分布域に含められたことに従ったようで
ある．しかし今回我々が調べた限りでは，中澤（1947）
以前に紀伊半島から本種が記録された例は見つからな
かった．中澤（1947）の後，三宅（1951）が和歌山県御
坊より標本 1点に基づき本種を報告しており，三宅
（1965）が「紀州」の記述を残したのはこの記録がある
ためと考えられる．しかしながら，その後の三宅（1982）
では紀伊半島は分布域から除外されている．三宅（1982）
が三宅（1951）の記録を見落としたとは考えにくく，誤
同定が判明したために除外した可能性がある．なお中澤
（1947）は「下田・三崎」も分布域に加えているが，こ
れらも同様に三宅（1982）において分布域から除外され
ており，本研究ではその根拠となる記録を確認すること

Fig. 1. Cryptolithodes expansus （Miers, 1879）. A–C, male, 39.1 mm×28.2 mm, NSMT-Cr 31601, Otsuchi Bay, Japan; D–F, male, 82.9 mm×
47.0 mm, NSMT-Cr 19972, Onahama, Iwaki, Fukushima, Japan. A, E, dorsal view; B, F, ventral view; C, D, frontal view.
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ができなかった．これらのことは，その後70年以上の
間，紀伊半島から常磐にかけての太平洋側の海域から
「メンコガニ」の記録が一切続かなかったこととも矛盾
していない．三宅（1951）には検討標本の写真が掲載さ
れておらず，その所在も不明であること，著者自身（三
宅 1982）によって既に分布域から除外されていること
から，本研究では，紀伊半島，下田，および三崎におけ
るメンコガニの記録は疑わしいと考える．したがって，
国立科学博物館に所蔵されている，福島県いわき市小名
浜から得られた標本（NSMT-Cr 19972; Fig. 1D–F）が現
時点でのメンコガニの太平洋側の確実な南限記録であ
る．
短尾下目Brachyuraメンコヒシガニ上科Aethroidea 

Dana, 1851メンコヒシガニ科Aethridae Dana, 1851のメン
コヒシガニAethra scruposa （Linnaeus, 1764）は，背面観
のみではメンコガニによく似ている．異尾下目と短尾下
目という系統的には大きな違いがあるため，種同定を誤
るとは考えにくいが，和名も似ていることから誤記や記
憶違いなどはあるかもしれない．メンコヒシガニは日本
のほかに台湾，マレー半島，タイ，アフリカ東部沿岸に
及ぶインド・西太平洋域に広く分布する（Dai and Yang 
1991; McLay et al. 2001など）．国内では紀伊半島を分布
北限とし，これまで本邦において報告された標本の多く
は紀伊半島から得られている（Sakai 1938, 1976; 三宅
1998; 村岡1998; 丸村・小阪2003など）．下田や三崎を含
む相模灘からは，今のところメンコガニもメンコヒシガ
ニも記録されていないが（Komai & Takeda 2006; 武田ら

2006），今後，メンコガニかメンコヒシガニ，あるいは
両種の分布が確認されるかもしれない．
一方，菊池（1932）以降，メンコガニの日本海側の分

布南限は富山湾とされている（中澤 1947; 三宅 1965, 
1982; 武田1982; 峯水2000など）．しかし，文献記録に基
づき，日本海に産する異尾類の分布を整理した本尾
（2007）によれば，北海道から能登半島東部の石川県七
尾湾におよぶ範囲からメンコガニは記録されている
（Motoh 1974; 駒井ら 1992）．また，そのなかで参照され
ている鈴木（1979）は，飛島を含む山形県沿岸からの記
録とともに「日本海側は福井県まで知られている」と記
述しているが，福井県における分布の根拠となる文献が
示されておらず，標本の存在を示唆する記述も確認でき
なかった．本尾（2007）も福井県を分布域に含めていな
い．それより西の丹後海や山陰地方，および九州北部の
沿岸では，本種はこれまで記録されていないようである
（Miyake et al. 1962; Osawa and Ota 2020; 大 澤 2022; 邊 見
由美私信）．ちなみに，本尾（2007）のリストでは秋田
県沿岸からの記録が欠落しているが，三宅（1982）の検
討標本は「秋田県男廉［著者注：男鹿

4

の誤表記］入道崎」
より得られている．
以上の情報をあわせると，現時点で推定される日本に

おけるメンコガニの分布域は「太平洋側は北海道湧別か
ら福島県いわき市小名浜，日本海側は北海道利尻島から
石川県七尾湾」となる．なお国外では，Kim and Choe 
（1976） が釡山市海雲台（Haeundae）沖から，Kim and 
Kim （2017） が釡山市尾浦（Mipo）から本種を記録して

Fig. 2. Sampling point and moulting environment of Cryptolithodes expansus （Miers, 1879）. A, subtidal rocky reefs surrounding by pebbly 
sandy bottom; B–D, a male specimen shortly after moulting （NSMT-Cr 31602） （C） and his exuvium （NSMT-Cr 31603） （D）.
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いる．ロシア極東部の沿岸からは確実な記録はない．
Makarov （1938）は，本種を「日本沿岸のみに分布する種」
に分類しつつ，種の解説においては何らかの標本の計測
値を示している．他海域からの標本を検討した可能性が
あるが，詳細は不明である．
既往文献における本種の生息水深や生息環境について
の言及は非常に少ない．三宅（1982）には，本種の生息
環境は「水深 45–60 mの砂底」とある．その後の峯水
（2000）では，生息水深が「3–60 m」とされ，生息環境
は「礁原，礁斜面，潮間帯」とされているが，我々が調
べた限りでは，これら2つの文献が出版された1982年か
ら2000年の間には潮間帯や水深3 m前後からの記録は
見当たらなかった．峯水（2000）自身による観察・記録
が含まれているのかもしれないが，根拠が明確でないこ
とは否めない．加えて岩手県船越湾からの追加検討標本
（CBM-ZC 1919）の水深が66 mと記録されていたことか
ら，検証され得るメンコガニの確実な生息水深は
5–66 mとなる（Yokoya 1928, 1939; 本研究）．大槌湾では
後述の通り，小石や礫交じりの開けた砂地から採集され
たほかに，大きめの転石（長径30 cm以上）同士の隙間
から見つかることもあった．船越湾からの追加検討標本
（CBM-ZC 1919）の採集環境は，貝殻片の交じる砂底
（sandy bottom mixed with shell fragments）と記録されてい
た．

3.3　脱皮直後の個体の記録
2023年1月17日の9:30頃より大槌湾赤浜にて行った

潜水調査では，脱皮直後と思われる個体が採集された．
潜水地点は小石や礫交じりの砂地に面した潮下岩礁の周
辺で（Fig. 2A），本標本（NSMT-Cr 31602）の発見地点
は潮下岩礁から1 mほどの距離の小石交じりの砂底で
あった．その左方15 cmほどの距離にその脱皮殼を見つ
けた（Fig. 2B）．
本標本の採集地点は，著者らが2015年より甲殻類を

主とする底生無脊椎動物の分類と生態に関する潜水調査
を続けているポイントであるが（Ohtsuchi and Kawamura 
2019; Kodama et al. 2020, 2022; Kanki et al. 2021など多数），
メンコガニの生息が確認されたのは今回が初めてであっ
たことから，その生息密度は極めて低いと考えられる．
甲の側方へ広がる板状突出部が曲がるほど甲殻が非常に
柔らかいこと，また，後述するように甲の色斑の分布と
それぞれの形状が一致することからも，この個体が脱皮
殼を残して今回の採集地点まで移動した，と解釈した．
この個体と脱皮殼をともに研究所に持ち帰り，2月7

日まで施設内のかけ流し式水槽で飼育した．採集当日の
夕方と翌1月18日には甲側方の板状突出部は採集時と同
程度に軟らかかったが，19日より次第に硬くなり，1月
21日には脱皮殼と同程度に硬くなっていた．
今回，メンコガニの脱皮直後の個体はカキ類の死殼の

そばにいたが（Fig. 2C），脱皮殼の周囲には身を隠すも

Fig. 3. Cryptolithodes expansus （Miers, 1879）, colouration of fresh specimens. A, male, 45.3 mm×33.0 mm, NSMT-Cr 31602, Otsuchi Bay, 
Japan; B, its exuvium, 37.3 mm×26.4 mm, NSMT-Cr 31603. Note that there are no changes in the distribution and shapes of deep red 
blotches after moulting.
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のはほとんどなく（Fig. 2D），この状況から隠れるもの
のない砂礫底で脱皮が行われたと推察される．甲殻類は
脱皮の前に穴や岩の裂け目などに身を隠すのが普通であ
る（McLay 1985）. Iwasaki et al.（2000）は，シンカイコ
シオリエビ属Munidopsisの 1種が，南海トラフの水深
3572 mにおいてほとんど隠れずに脱皮をする様子を観
察し，このような無防備な脱皮を行う理由として，捕食
者となりそうな大型魚類が非常に少ないことや，脱皮直
後でも腹部を動かして瞬間的に捕食者から逃げることが
できそうであることを指摘した．メンコガニは，光が十
分に届く沿岸域に生息し，瞬発的に移動することもでき
ないことから，魚類などの視覚捕食者の活動が低下する
夜間に脱皮を行ったと思われる．
脱皮後の甲殻の色彩を脱皮殼に残った色彩と比較する
と，色彩には退色の傾向が認められるものの，各色斑の
形状と分布は変化していないことがわかった（図 3A, 
B）．過去には，伊藤ら（2010）がシオマネキUca arcu-
ata （De Haan, 1835）（現在はTubuca arcuata）の甲背面の
模様が，Oka et al. （2013）がヤシガニBirgus latro （Lin-
naeus, 1767） の背甲上の横溝の形状や分布が，それぞれ
個体の識別や追跡調査に有用であることを示した．メン
コガニにおいても色彩や色斑のサイズ，形状および分布

は個体ごとの変異に富む（図1A, 3, 4）ことから，本種
の個体識別や追跡調査に使用できる可能性がある．80%
エタノール液浸標本として3年以上経過したものでも，
退色はあるが斑紋の形状や分布は確認できる（図1, 4A）．
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Fig. 4. Variation in coloration of Cryptolithodes expansus （Miers, 1879）. A, male, 39.1 mm×28.2 mm, NSMT-Cr 31601; B, unsexed specimen 
（accidentally lost in captivity）, similar in size to the previous one. C, male, 81.7 mm×53.1 mm, NSMT-Cr 31604. All specimens were 

collected from Otsuchi Bay, Japan.
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